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パラリンピックの歴史 

2024年パリ・オリンピック
(7/26-8/11)、パリ・パラリ
ンピック(8/28 -9/8)が終っ
た。 
準備期間からテロ対策、交
通規制、QRコード申請な
ど混沌としたパリだった
が、長かった夏休みも終わ
り、9月の新学期が始まり
ようやく落ち着いた日常生
活に戻った。 

オリンピックはロンドン、
東京、パリ、次回はロサン
ゼルスと経済力のある都市
が持ち回るコマーシャル・
イベントと化している。巨額の資金を投入して大きな建造物を建て、国威を争うオリン
ピックを今日なお続けることに疑問を持つ人も少なくない。スポーツを通して世界の平和
を目指すことに異論はないがオリンピック運営の在り方を原点に戻って考え直して欲しい

と思う。そんな中パンテオンで『パラリン
ピックの歴史・スポーツによる統合から社
会復帰へ』と題した展示会(2024年6月11日
から9月29日まで)が開催されている。 
ルイ15世が建築家ジャック・ジェルマン・
スフロ(1713-1780)に建てさせた教会が
1789年フランス革命時にフランス共和国に
尽くした偉人たちを記念する霊廟となり、
19世紀、20世紀、21世紀フランスの歴史を
象徴する場となっている。1829年「点字」
を考案したルイ・ブライユ(1809-1852)もパ
ンテオンに永眠している一人だ。自身も全
盲で、アルファベットを6つの点の組み合わ
せで表わす「ブライユ点字」を発明し世界
中の視覚障害者に貢献した。 

第一回「パラリンピック」が開催されたの
は1960年「ローマ大会」17ヶ国209名の選



手が参加した。競技種目は「陸上」「車椅子バス
ケットボール」「車椅子フェンシング」「水泳」「卓
球」「アーチェリー」「スヌーカー」「ダートボー
ド・アーチェリー」の8つ。「パラリンピック」の
先駆けとなったのは1948年イギリス、ロンドン郊
外の町「ストーク・マンデヴィル (Stoke 
Mandeville) 」病院で開らかれたスポーツ大会であ
る。第二次世界大戦は多くの身体障害者を生んだ。
イギリス脳外科医ルートビッヒ・グットマン(1899-
1980)が半身麻痺や四肢切断など身体障害者のリハ
ビリ治療としてスポーツを導入することを提唱した。グットマンはドイツのユダヤ人家族
に生まれ、1939年イギリスに亡命、医師としてストーク・マンデヴィル病院でスポーツ治
療を実践した。1950年からは他国の障害者も招き「ストーク・マンデヴィル大会」が毎
年病院で開催された。大会の目的は「世界の麻痺患者を集めて国際的なスポーツ運動を行
うこと、真のスポーツマンシップ精神は彼らに希望とインスピレーションを与えてくれる
だろう。彼らがスポーツを通して他国民との友情、理解を深める手助けをすることが最も
優れた社会貢献である」とその意義を明確に提唱した。 
イタリアのローマ郊外でも脳外科医アントニオ・マリオ(1912-1988)が同様の麻痺患者リ
ハビリ治療を実践しており、二人の脳外科医の尽力で「ストーク・マンデヴィル大会」の
精神は1960年「ローマ・
パラリンピック」へと大
きく進展する。 
1964年「東京パラリン
ピック大会」には20ヶ国
266名が9種目に参加、フ
ランスからは20名、全員
車椅子だった。パラリン
ピックを象徴してきた
「車椅子」は科学の進歩
とともに格段の進化を遂
げ、身体障害者の足とな
りスポーツを可能にして
いる。ローマ大会から64
年経ったパリ・パラリン
ピック大会には182ヶ国
4400名のパラアスリートが22種目に参加するまでに成長した。身体障害、精神障害、障
害の程度や種類に対応する平等なクラス分けが行われ、競技種目も増えつつある。パラス
ポーツと医学・科学はその原点から結びついており、弱者の希望の道を開くという点にお
いてオリンピックより人間らしいと思う。 



パリ・オリンピック、パラリンピックが終わってパリ市はもちろんその成功を強調する
が、パリは障害者に適した都市とは言えない。パリのメトロにはエレベーターがないから
車椅子では乗れない。停車駅のアナウンスもないので視覚障害者は電車が止まる回数を数
えて降車駅を確認しなければならない。日常の至るところで障害者には困難であろう状況
に出会う。弱者を排除しない社会を作るには彼らの視点で物を見ることがとても大切だと
思う。オリンピックは競争であり、特に近代オリンピックは超人的な身体能力、絶えず更
新されていく記録や技を追いかけ続けなければならない。絶えず勝ち残らなければ敗者と
なり、普通の人が自己投影できる世界では到底ない。その点自己のハンディを受け入れ、
そのハンディと闘う精神を問うパラリンピックには得るものが大きいと思う。


